
 

 

 周辺景観に大きな影響を及ぼすおそれのある一定規模以上の建築物の建築行為等につ

いて、掛川市景観計画に定める景観形成を推進するため、景観形成基準（行為の制限）

に基づく規制・誘導を行います。 

 届出対象行為に該当する場合は、景観法第１６条第１項に基づき、事前に届出が必要

です。 

 

 

 

１.対象区域 

景観計画区域（＝掛川市全域） 
 

２.対象行為・規模 
 

対象 対象行為・規模 

行

為 

・新築 

・床面積の合計が10㎡を超える増築・改築・移転 

・見付面積の１/１０を超える外観の変更(修繕・模様替・色彩の変更) 

(

１)

建
築
物 規

模 

以下のいずれかに該当する場合 

① 高さ（増築にあっては増築後の高さ） 

  ・市街地景観ゾーン・・・・・１５ｍ以上 

  ・森林・農村景観ゾーン・・・１０ｍ以上 

② 面積（増築にあっては増築後の面積） 

  ・敷地内の延べ面積の合計・・・１,０００㎡以上 

行

為 

・新築 

・増築・改築・移転 

・見付面積の１/１０を超える外観の変更(修繕・模様替・色彩の変更) (

２)

工
作
物 

規

模 

対象となる工作物のうち以下の規模のもの 

① 工作物(1)に掲げるもの・・・高さ３ｍ以上 

② 工作物(8)に掲げるもの・・・すべて 

③ 工作物(2)～(7)に掲げるもの 

  ・市街地景観ゾーン・・・・・高さ１５ｍ以上 

・森林・農村景観ゾーン・・・高さ１０ｍ以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模建築物等の届出について 
掛川市都市政策課 

届出対象行為 

対象となる工作物 

(1) 垣､さく､擁壁その他これらに類するもの 
(2) 高架水槽､冷却塔､実験塔その他これらに類するもの 
(3) 煙突､排気塔その他これらに類するもの 
(4) 記念塔その他これに類するもの 
(5) 石油タンク､ガスタンクその他これらに類するもの 
(6) 電波塔､送電用鉄塔､風力発電施設その他これらに類するもの 
(7) 自動車車庫の用に供する立体的施設その他これに類するもの 
(8) 高架道路､高架鉄道､橋りょう､横断歩道橋その他これらに類するもの 



対象 対象行為・規模 

行
為 

都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為 

(

３)

開
発 
 
 

行
為 

規
模 

① 都市計画区域又は準都市計画区域・・・面積３,０００㎡以上 

② ①以外の区域・・・・・・・・・・・面積１０,０００㎡以上 

行
為 

・静岡県土採取等規制条例第２条第１項第１号または第２号に規定する土の採取等 

・砂利採取法第２条に規定する砂利の採取 

(

４)

土
石 

の
採
取 規

模 

面積１,０００㎡以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出対象行為を行おうとする場合、下記により、あらかじめ届出が必要です。 

１.届出書類 

  「景観計画区域内行為届出書（様式第３号）」に所定の添付図書を添えて、正副２部

を提出する。 

   ・添付図書 ･･･ 行為の内容及び周辺景観への影響を確認するために必要な書類を届出書に 
添付してください。（詳細別紙） 

 ２.届出の期限 

掛川市景観条例施行規則 別表第１に規定する届出日までに都市政策課へ提出する。 

   ① 建築物・工作物は、建築確認申請の３０日前まで 

   ② 開発行為・土石の採取は、許可申請又は届出の日まで 

   ③ 上記①､②によらない場合（外観の変更等､上記申請等が必要ない行為）は、行為の着手 

３０日前まで 

３.変更の届出 

１の届出内容に変更が生じた場合、変更に係る添付図書を添えて、「景観計画区域内

行為変更届出書（様式第４号）」により、あらかじめ届出する。 

４.完了の届出 

届出した行為が完了した場合、「景観計画区域行為完了届出書（様式第５号）」に行

為が完了したことを示す写真を添付し、遅滞なく届出する。 

届出書の提出 

＜参考：関係法令抜粋＞ 

○ 都市計画法第４条第１２項 

この法律において「開発行為」とは、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供

する目的で行なう土地の区画形質の変更をいう。 

 ○ 静岡県土採取等規制条例第２条 

この条例において「土の採取等」とは、次に掲げる行為をいう。 

(1) 切土、床掘その他の土地の掘さくをする行為 
(2) 埋土又は盛土をする行為 

 ○ 砂利採取法第２条 

この法律において「砂利採取業」とは、砂利（砂及び玉石を含む。以下同じ｡）の採取（洗浄

を含む。以下同じ｡）を行う事業をいう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出手続きの流れ 

◆事前相談  ＜届出者＞ 

行為の届出後に内容を変更する必要が生じた場合、調整が困難となることも予想さ
れますので、行為の構想・計画の早い段階でご相談いただくことをお勧めします。 

◆届出（景観法第１６条）  ＜届出者＞ 

事前相談の内容を基に届出書類を作成し、掛川市景観条例施行規則別表第１に掲げ
る届出日までに、正副２部を市都市政策課へ提出します。 

◆審査等 

届出書の内容が掛川市景観計画に規定する景観形成基準に適合しているか否かを
審査します。 

◆建築確認申請等  ＜届出者＞ 

◆行為の着手  ＜届出者＞ 

届出から３０日経過後に着手することができます。（景観法第１８条） 
※ 根切り工事､山留め工事､ウェル工事､ケーソン工事その他基礎工事は着手に含みません。 

◆完了の届出（掛川市景観条例第１５条）  ＜届出者＞ 

届出に係る行為が完了したときは、当該行為が完了したことを示す写真とともに完
了届出書を市都市政策課へ提出します。 

＜参考：関係法令抜粋＞ 

○ 景観法第１６条 
景観計画区域内において、次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、国土交通省令
（略）で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は施工方法、着手予定日その他国
土交通省令で定める事項を景観行政団体の長に届け出なければならない。 
(1) 建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様
替又は色彩の変更 

(2) 工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様
替又は色彩の変更 

(3) 都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為その他政令で定める行為 
(4) 前３号に掲げるもののほか、良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれがある行為として
景観計画に従い景観行政団体の条例で定める行為 

○ 景観法第１８条 
第１６条第１項又は第２項の規定による届出をした者は、景観行政団体がその届出を受理し
た日から３０日（略）を経過した後でなければ、当該届出に係る行為（根切り工事その他政
令で定める工事に係るものを除く｡(略)）に着手してはならない。（略） 

 ○ 掛川市景観条例第１５条 
法第１６条第１項の規定による届出をした者は、当該届出に係る行為が完了したときは、規
則で定めるところにより、その旨を市長に届け出なければならない。 



様式第３号（第４条関係） 

（表面） 

景観計画区域内行為届出書 

 

                                令和  年   月   日 

  （あて先）掛川市長 
 
 
 
 

                                                   住所  掛川市長谷１丁目○番地の△ 
 
                                          届出者        株式会社 掛川○△□ 
                         氏名 
                                                         代表取締役 掛川 ××× 
 
                                                  電話番号  0537 － 22 － 1111 

 

  景観法第16条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。 

行為の場所 

地 名 地 番       掛川市長谷１丁目１番○号 

敷 地 面 積        ３，０００ ㎡ 

用 途 地 域        第２種住居地域 

ゾーンの区分  市街地景観ゾーン 

行為の期間 着手予定日       平成２３年２月１５日 完了予定日 平成２４年３月３１日 

設 計 者      

住    所  掛川市○○ △番地の□ 

氏    名  株式会社 □○△一級建築士事務所 ×××× 

電 話 番 号        ０５３７－２２－１２３４ （担当：○×） 

施 行 者      

住    所  掛川市△△ □△○－○ 

氏    名  △○□建設株式会社 代表取締役 ×××× 

電 話 番 号        ０５３７－１１－４３２１ （担当：○×） 

行為の種類 

■建築物 
☐新築    ■増築   ☐改築   ☐移転 
☐外観の変更（☐修繕   ☐模様替  ☐色彩の変更） 

□工作物 
☐新設    □増築   ☐改築   ☐移転 
☐外観の変更（☐修繕   ☐模様替  ☐色彩の変更） 

☐開発行為 

☐土の採取  ☐砂利の採取 

 （注）設計者及び施行者の欄については、設計者又は施行者が法人の場合にあっては、 

住所に代えて所在地を、氏名に代えて名称及び代表者の氏名を記載してください。 

記入例 

建築確認申請等の30日前まで
に届出してください。 

届出者は、建築主･建造主で
す｡ 
※設計者･工事請負者は不可 

用途地域がまたがっている場合は、
両方の地域を記入してください。 

ゾーン区分については、 
【ゾーン区分図】でご確認ください。 

届出内容について、市か
ら問合せ等させていただく
場合がありますので、その
際の連絡先となる担当者
のお名前を記入してくださ
い｡ 

届出内容について、市から
問合せ等させていただく場合
がありますので、その際の連
絡先となる担当者のお名前
を記入してください｡ 

該当する行為について記入してください。該当す
る行為が複数ある場合は、すべてについて記入
してください。 
建築物・工作物の新築/増築の別は、建築確認
申請等と同様に敷地単位で区分してください。 



（裏面） 

 

行為の概要 

建
築
物
及
び
工
作
物
（
開
発
行
為
に
か
か
る
も
の
を
含
む
） 

用 途 又 は 種 類          事務所、倉庫 

構      造  鉄骨造 

  届 出 部 分       既 存 部 分       合    計 

敷 地 面 積           ３，０００㎡ 

建 築 面 積         ３００㎡ ７００㎡ １，０００㎡ 

延 べ 面 積         ５００㎡ １，０００㎡ １，５００㎡ 

高      さ １０ｍ １０ｍ  

長      さ  
 

 

橋りょう等の規模 （延長）     （幅員） 

 
仕上げ（材料・方法）            色彩（マンセル値）            

外
観
の
色
彩 

屋 根 材       カラーガルバリウム鋼板折版葺 Ｎ７ 

外 壁 材       デラクリートセメント板サイディン
グ 

５ＹＲ ６／６ 

（    ）   

ア
ク
セ
ン
ト
部
分
面
積 

  見 付 面 積            アクセント部分の面積            

東 立 面       
 

 

南 立 面         

西 立 面         

北 立 面       ２５０㎡ １０㎡ 

開発行為及び土砂採取 

構 築 す る 施 設           

法面及び擁壁の高さ            ｍ 

法面及び擁壁の長さ            ｍ 

法面及び擁壁の勾配     ／10 

 

※建築物・工作物は上段へ、 
開発行為・土砂採取は下段へ 
記入してください。 

塀や擁壁等の工作物が対象の場合
は長さを、橋りょう等の場合は延長及
び幅員を記入してください。 

外壁や工作物の色彩が複数ある場合は別
途、外部仕上表または添付図面にそれぞれ
のマンセル値を記入してください。 

外壁のアクセント色が色彩の制限（景観形成基
準）を超える場合に記入するとともに、使用箇所
を添付の着色立面図に示してください。 



種類 縮尺 概要 建築物 工作物 開発行為土石採取

計画概要書 － 行為の計画概要及び工程を明記 ○ ○ ○ ○

付近見取図 1/2,500 以上 当該敷地を明記 ○ ○ ○ ○

配置図 1/100 以上
縮尺、方位、敷地の境界線及び建築
物・工作物の位置を明記

○ ○ ○ ○

周辺現況写真 －
敷地及び周辺の状況が分かるもの
２方向以上から撮影し、付近見取図及
び配置図に撮影方向を明記

○ ○ ○ ○

着色立面図 1/50 以上

４面以上
マンセル値を記入
広告物や露出する建築設備を明記
制限色を使用する場合､見付面積を明記

○ ○ △

外部仕上げ表 －
仕上げ方法及びマンセル値を明記
　※ 着色立面図に上記内容が表現され
 　　ている場合は不要

○ ○ △

設計図 1/100 以上 施行方法を明記 ○ ○

断面図 1/200 程度
行為前後の土地の状況を対比できる縦
断面及び横断面

○ ○

外構図 1/100 程度

門、垣、塀、擁壁、植栽（高木・低木
の別を含む）等の敷地内の外部構成を
記入
工作物の高さを明記
緑地部分を着色等により明示
　※ 配置図、設計図等に上記内容が
　　 表現されている場合は不要

○ ○ ○

　備考１： 必要に応じて、鳥かん図・パース図を提出してください。

　　　２：行為の規模が大きいため、表に掲げる縮尺の図面によっては適切に表示できない場合には、

　　　　　当該行為の規模に応じた縮尺の図面に変えることができます。

　　　３：表中「△」は、必要に応じて提出してください。

景観計画区域内行為届出書の添付図書一覧表







【ゾーン区分図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内を「市街地景観ゾーン」「森林・農村景観ゾーン」の２つに区分し、届出対象となる行為の規模
を区分しています。 
「市街地景観ゾーン」は、用途地域が指定されている区域を基本とした範囲で、下図の赤枠で示す区
域内です。 
「森林・農村景観ゾーン」は「市街地景観ゾーン」以外の区域です。 

掛川区域 

大東区域 

大須賀区域 


